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令和６年１２月定例教育委員会会議録

１ 日 時 令和６年１２月３日（火）１０時

２ 場 所 別館３階 特別会議室

３ 出席者 教育長 蔵元洋一

教育委員 衛藤修身、太田かおり、八木秀和

４ 欠席者 なし

５ 事務局 教育部長 清水秀一

教育総務課長 山口研治

学校教育課長 船元幸徳

指導室長 靍 浩二

生涯学習課長 深川英明

教育総務課課長補佐 近野久幸

学校教育課課長補佐 濱田大輔

学校教育課課長補佐 掛橋賢議

生涯学習課課長補佐 大畑祐一郎

教育総務課教育総務係長 秦 薫

６ 傍聴人 なし

７ 議事日程 別紙のとおり

８ 議事次第 別紙のとおり
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定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程

令和６年１２月３日(火)１０時００分

１ 会議録の承認

令和６年１１月定例教育委員会の議事録の承認

２ 報告事項

（１） 令和６年１２月学校教育行事及び社会教育施設行事について

（２） 遊具の点検について

（３） １１月開催の防犯教室について

３ 協議事項

（１） 令和７年１月定例教育委員会の日程について
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［開会時刻：１０時００分］

蔵元教育長

教育委員

蔵元教育長

靍指導室長

おはようございます。定刻となりましたので、令和６年１２月定例教育

委員会を開催いたします。レジュメに沿って進めさせていただきます。

まず、会議録の承認でございます。令和６年１１月定例教育委員会の議

事録の承認についてお諮りいたします。よろしいでしょうか。

≪承認≫

ありがとうございます。それでは、報告事項の令和６年１２月学校教育

行事及び社会教育施設行事について、それぞれ説明をお願いします。

１２月の学校行事について説明します。まず、共通行事についてです。

２４日が小中学校２学期の終業式となります。給食終了は、小学校が２０

日、中学校が２３日となっています。２６日には、県庁において、福岡県

とびうめ教育表彰式が行われます。これは、９月に募集された県の教育論

文の表彰式になります。本年度は、市内小中学校の先生方８名が応募さ

れ、一般の部で南小の河内先生の論文が県の佳作賞に、若年の部で東小の

黒川先生の論文が奨励賞に選ばれました。

次に、各学校の行事です。

各小学校で中間市学力調査が行われます。これは、本市の学力向上の取組

の一つで小学校全学年を対象に行い、各学年の学力の状況を客観的に把

握し、授業改善のための資料として活用していきます。また、県教育委員

会による４年生を対象にしたチャレンジテストが行われます。５年生で

の福岡県学力調査に向けて、４年生段階での課題を把握し、学力向上の取

組に活かしていくものです。

その他、各小学校では期末の個人懇談が、各中学校では三者面談が実施さ

れます。

学校別には、北中で６日に夢ネット活動として、しめ縄づくりが行われま

す。北中の１年生がしめ縄づくりを学び、北小２年生に作り方を教えると

いうものです。また、７日土曜日には、土曜授業が行われます。高校入試

を前に、それぞれの進路に向けて取り組んでいる中学３年生を励ます「激

励集会」が計画されています。集会では、下級生から歌やスライドでの激

励のメッセージが贈られます。また、コロナ前は餅つきをしていました

が、コロナ以降は、PTA から紅白もちを贈っているとのことです。以上が

主な１２月の行事です。
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蔵元教育長

衛藤教育委員

靍指導室長

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教

育委員。

１点目は、福岡県とびうめ教育表彰式の教育論文についてです。本年度

は昨年度より応募数が減っていますが、北九州教育事務所管内では、中

間市の応募数は多い方なのか、わかりましたら教えて下さい。

２点目は、各学校別の英検 ESG についてです。１１月と１２月で各学校

で取組まれているようですが、中間小に記載がないので、理由を教えて

ください。

３点目は、中間中の SOS出し方講演会についてです。対象学年を教えて

ください。また、全学年であれば、どのように実施するのか内容につい

て教えてください。

４点目は、南中の１６日、１７日、１８日の幼児交流についてです。昨

年度までは２日間だったと思いますが、本年度は３日間ありますので、

取組内容の変更等があったのか教えてください。

１点目の教育論文についてです。応募数は、本年度８本、昨年度は１５

本と数は減りましたが、毎年、中間市の応募数は管内でも多い方です。

今年の８本が多いかどうかは、まだ把握できておりません。本年度は、

各学校に提出することを目的というよりも、中身にこだわり、人材育成

という視点から、管理職や指導主事等が直接論文の指導に関わり指導し

ていただくよう、お願いしていましたところ、市内から２本表彰される

ことになりました。管内でも、この２本だけの表彰となっておりますの

で、そういった意味では、成果につながったものと捉えています。

２点目の中間小の英検 ESG については、記入漏れで、１２月１７日火曜

日に実施されます。

３点目の中間中の SOS 出し方講演会については、中間市保健センターの

助産師さんを講師に招聘して、全学年合同で実施されます。

４点目の南中の幼児交流について、昨年度はコロナの影響で、実施でき

ていなかったということです。思春期の中学生にとって、幼児と触れ合

うことで、童心を取り戻したり、優しく穏やかな気持ちになったりでき

る貴重な機会ということで実施されます。３日間で実施するのは、３年

生３クラスが１クラスずつ中間南幼稚園を訪問し、実施するためとのこ

とです。
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蔵元教育長

八木教育委員

靍指導室長

掛橋学校教育

課長補佐

蔵元教育長

深川生涯学習

課長

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。八木教育委員。

１点目は、年の瀬も迫り、インフルエンザ等も増えてくるかと思います。

現在の状況が、わかれば教えてください。それから、感染症には受験生の

保護者も敏感になると思います。３年生は、年が明ければすぐに受験も始

まりますし、今月から私立高校の願書受付も始まっています。昨年、他の

自治体で願書の提出漏れがあり、締め切りに間に合わなかったという例

もありました。今年からは、ウェブでの出願を家庭ですることになってい

るということです。学校でも２重のチェックは、していただけるというこ

とですが、校長会等でもう一度、周知徹底していただきたいと思います。

インフルエンザの状況は、現時点では各学校から流行しているという情

報は入ってきておりません。

高校入試のウェブ出願につきましては、本日校長会で、再度、周知させ

ていただきたいと思います。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、続きまして、社会教育施設行事について説明をお願い

します。

１２月の社会教育施設の行事について、主なものをご説明いたします。

中央公民館事業についてです。

７日土曜日、生涯学習課仮事務所におきまして、冬の親子ふれあい教室

「自然素材で作るクリスマスリース教室」を開講いたします。講師に、

ふくおか森林インストラクター会の方を迎え、親子の部が１０時からと

１２時３０分からの２部構成として、対象は小学生と保護者です。その

後、一般の部が１５時からとなっており、各部１時間半を予定しており

ます。募集定員は、親子の部が各組１２組２４人の合計２４組４８人に

対して、２７組５９人の申し込みがありましたので、講師と協議を行

い、会場のレイアウト変更等により、全ての応募者が受講可能となりま

した。講座の内容は、木の実や小枝などの自然素材をもとに、工夫をし

ながらクリスマスリースを作成し、親子で自然の楽しさや環境の大切さ

を学ぶもので、材料費は１人５００円となっております。

２２日日曜日１０時から、ハピネスなかま本館におきまして、わくわく

科学教室「くらやみで光るキーホルダーを作ろう」１回目を開講しま
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す。この講座は、８月に夏休み親子ふれあい教室の１講座として開講し

まして、非常に人気が高く、抽選にもれた方が多数おられましたので、

再度、講座を企画いたしました。２月１６日日曜日に２回目を開催予定

といたしまして、講座の内容は前回と同様で、講師に北九州市立大学環

境生命工学科エンジニアリングアドバイザー桑原眸氏をお迎えし、ＵＶ

レンジと蓄光パウダーを使って、暗闇で光るオリジナルのキーホルダー

作りをとおして、理科の楽しさに気づくきっかけづくりとするととも

に、親子の触れ合いを深めることを目的としています。小学生と保護者

を対象といたしまして、募集定員が１５組３０人のところ、４９組１０

７人の申し込みがありましたので、講師と協議を行った結果、実施回数

をもう１回増やすことで、全員の受講が可能となるため、３月２日日曜

日に３回目の追加教室を行います。今回も作成は児童に限定し、参加費

用は材料費が５００円となっております。

次に体育文化センターです。

今月は、スポーツ協会主催の大会はありませんが、定例のなかま元気ス

ポーツクラブ及びスポーツ協会自主事業の各種教室を開催予定といたし

ております。

次に図書館です。

１５日から２８日まで、「年末無制限貸出キャンペーン」を開催いたし

ます。年末年始の休館中に利用者の利便性を図るため、通常は貸出１０

冊を無制限に変更し、同時に返却期限も延長いたします。

２１日土曜日１１時より、「クリスマスおはなし会」を開催いたしま

す。ほっとブックなかまのみなさんによる絵本の読み聞かせや手遊びな

どです。定員は先着１５名程度を予定しております。

次にハーモニーホールです。

２０日金曜日より３日間、「あなたの知らない箏の世界」を開催しま

す。これは、一般財団法人地域創造の共催を受けまして、アウトリーチ

事業として、地域へ文化振興の出張サービスを実施するものです。アウ

トリーチ１日目として、中間市議会議場と子育て支援センターにおい

て、箏・二十絃の美しい響きから、雅楽の楽器・笙の新しい音の世界を

お楽しみいただきます。市議会議場につきましては、入場は無料です

が、予約が必要となり、先着５０名までとなっております。

２１日土曜日はアウトリーチ２日目として、さくら保育園と中間みなみ

保育園で開催されます。２２日日曜日１３時から大ホールにおきまし

て、コンサートが開催されます。入場料は一般が１，５００円となって

おります。以上が社会教育施設の主な行事予定でございます。
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蔵元教育長

衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

只今の説明について、ご意見ご質問等はございますでしょうか。衛藤教

育委員。

１点目は、中央公民館事業の５日のきらめき大学とりふれぱーくについ

て、内容と講師について教えてください。

２点目は、２２日のわくわく科学教室についてです。説明では４９組

１０７人の申し込みがあり、２回に分けて実施するということですが、

次回３月２日に予定されているときは、改めて応募をするのか教えてく

ださい。

３点目は、体育文化センターの１２日総合スポーツ教室についてです。

中間高校のグラウンドを使用するということでしたが、総合スポーツ教

室に参加されている方々以外にも、参加できそうな気がしますので、当

日のみ参加したいという応募者がいた場合は、参加が可能なのか教えて

ください。また、１９日の総合スポーツ教室の内容を教えてください。

４点目は、ハーモニーホールの２０日と２１日「あなたの知らない箏の

世界」アウトリーチについてです。新しい事業だと思いますが、４会場

あり、さくら保育園と中間みなみ保育園は、どのような参加者が対象な

のか教えてください。また、中間市議会議場について、先着５０名で予

約が必要ということですが、現時点で満席になっているのか教えてくだ

さい。それから、箏を持っている方は少ないと思いますが、十分に対応

できるようになっているのか教えてください。

５点目は、２２日の「あなたの知らない箏の世界」コンサートは、参加

したい人は、鑑賞料を払えば参加できるのか教えてください。

１点目のりふれぱーくときらめき大学については、合同講座としてハー

モニーホール小ホールで開催されます。講師は、２人ボッティ様をお招

きして、演題は「冬の朝ジャズ」といたしまして、ジャズの鑑賞会とな

っております。

２点目のわくわく科学教室「くらやみで光るキーホルダーを作ろう」に

ついては、改めて応募はいたしません。

３点目の体育文化センターの１２日の総合スポーツ教室の種目は野球と

なっています。こちらは運営協力をいただいております中間高校野球部

の生徒に、指導にあたっていただく形になっております。それから、当

日の参加については、現在４つの総合スポーツ教室がありますが、体験

が２回まで無料となっています。１９日の総合スポーツ教室（スポーツ
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衛藤教育委員

深川生涯学習

課長

蔵元教育長

衛藤教育委員

山口教育総務

課長

協会）につきましては、スポーツ協会職員の指導により、走り方や球技

など様々な種目の予定ですが、当日の参加人数によって種目が決定され

る形となっています。こちらにつきましても、当日の参加体験は、２回

目まで無料となっております。

４点目の２０日と２１日の「あなたの知らない箏の世界」アウトリーチ

についてです。さくら保育園と中間みなみ保育園の対象は、園児と保護

者になっております。中間市議会議場については、まだ定員５０人に達

しておりません。

５点目の２２日の「あなたの知らない箏の世界」コンサートは、１４時

から開演されますが、その前に１３時から１３時４５分まで体験コーナ

ーとして「箏をさわってみよう」という形で、大ホールホワイエで、箏

を展示し、コンサートを鑑賞される方が参加することができます。

２０日と２１日のについては、一般財団法人地域創造の共催を受けまし

て、アウトリーチ事業として、地域へ文化振興の出張サービスを実施す

るという説明がありましたが、来年度も同様に出張サービスが受けられ

るのか教えてください。

こちらの事業は、令和６年度公共ホール邦楽活性化事業としまして、今

年度採択されて実施しておりますので、来年度以降は未定でございま

す。

その他ご意見ご質問等はございますでしょうか。

それでは、その他で何かございますでしょうか。衛藤教育委員。

北九州市の学校の遊具等が、経年劣化で使えなくなっているということ

で、緊急点検をしたと報道がありました。中間市内の学校にも遊具やサッ

カーのゴールポスト等があると思います。点検については、どのようにさ

れているのか教えてください。

２点目は、１１月２７日に実施された南小の防犯スポーツ教室について、

教育委員会も参加されたと思いますが、具体的な内容を教えてください。

小学校にあります遊具については、定期的に点検を行うようにしており

まして、学期ごとに点検をするようにしております。本年度は、５月と８

月に点検をしておりまして、３学期も点検を行うようにしております。ま

た、本日の校長会でも、日常点検を行っていただき、不具合があれば連絡
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靍指導室長

衛藤教育委員

靍指導室長

衛藤教育委員

蔵元教育長

していただくよう周知することとしております。

防犯スポーツ教室につきましては、今年度は中間中と南小で実施しまし

て、教育委員会からは南小に私と掛橋学校教育課長補佐が、２校時に２年

生を対象に行われた教室に参加しました。子どもたちは、ランドセルを背

負って体育館に集合して、講師の先生と４名のボランティアの方で授業

を進められていました。内容としましては、不審者を装ったボランティア

の方から実際にランドセルを背負ったまま逃げる訓練だとか、あるいは

不審者に手首を捕まれたときの逃げ方などを教わって、学習が進められ

ました。また、動画視聴で実際に大人の人でも車に連れ込まれて誘拐され

るような場面だとか、あるいは声をかけられたときにどう対応すれば良

いのかということを講師の先生に教わっていました。内容としましては、

とても良いものだと感じましたが、費用がかかることがございますので、

今後検討していくには負担が大きく、毎年実施するには難しいかと思い

ます。

内容については、わかりましたが、費用については学校負担ですか。

そうでございます。

講師１名とボランティア４名の計５名で、結構な諸経費がかかるかと思

います。学校がこのような事業をやっているところに連絡して、依頼を受

けて、来校していただいたということだと思います。内容を聞きました

ら、低学年は、まだ防犯意識はありませんので、防犯意識を育てるために

も、良い内容だと思います。特に１、２年生は「知らない人に声をかけて

はいけませんよ」と学校では日常的に指導されていると思いますが、実際

はそうはいかず、知らない人に声をかけられれば、対応する姿をよく見ま

すので、知らない人には、どう対応するのか徹底して教えるためにも、模

範演技をしていただければ、それをとおしてわかると思います。諸経費が

かかり学校が負担することは、難しいと思いますので、今後、公的な予算

でできるように検討していただければと思います。

その他で、他にご意見ご質問等はございますでしょうか。

ないようですので、令和７年１月定例教育委員会の日程について説明を

お願いします。




